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障害のある人と援助者でつくる日本グループホーム学会の概要

１．設立年月日 2004年2月28日

２．活動目的及び主な活動内容

障害の種別や程度にかかわりなく、どんな人でも快適に暮らせる場所が必要です。
障害のある人、援助者、家族、研究者、行政で仕事する人など、幅広い人が集まっ
てこの問題を研究し、その成果を分け合い、暮らしやすいグループホームをつくって
いくことを目的に活動しています。

＜ 活動目的 ＞

（１）質の高い援助を提供するグループホームを全国各地にふやす。

（２）グループホーム間の情報交換や支援に関する研究を進める。

（３）グループホームを支援する仕組みをつくり、運営の不安定さを改善していく。

（４）国や自治体に対して、現場から政策提言や意見を発信する。

（５）社会に対して障害者の地域生活を理解してもらうための情報を発信する。



団体の概要

＜ 活動内容 ＞

（１）「季刊グループホーム」の発刊（年に4回）

（２）グループホーム学会全国大会の開催（年に1回）

（３）行政等に対する政策提言、メディアを通しての社会的アピール

（４）現場スタッフ（世話人等）や運営者対象の研修や相談

（５）メーリングリストによる情報交換

テキスト・報告書(障害児に関するもの）

当学会は２０07年度から３年間にわたり独立行政法人福祉医療機構の助成をう

け子どもの住まいの問題に取り組んできました。

「障害のある子どもの子育て～里親家庭で育んでいくために～」

「障害のある子どもが里親家庭で育つために」

３．会員数等

総数 ８４８人 一般会員 ４８６ 情報会員 ３２３

本人会員A １６ 本人会員B ２３



【視点ｰ１ 障害児入所施設の４つの機能から、ヒアリング団体の所管する施設・事
業所との関係等について】

• グループホームは障害児入所施設からの退所後の重要な地域資源のひとつで
ある。

• グループホームは児童相談所の判断で15歳からの利用も可能であり入所期間
を短くし早めに地域移行できることも可能である。

• グループホームは障害の軽い人だけでなく、重症心身障害者や強度行動障害
者等の障害の重い人も個別支援ができることが可能であり、全国的に実践がな
されている。

【視点ｰ２ 障害児入所施設全般に関して課題と感じることについて】

• 入所児童の減少による役割の見直しを図るべき。

• 社会的養護の観点からできる限り小規模で家庭的な環境が望ましい。

• 手厚い職員体制を考慮するべきである。

• 18歳になって退所するまでに地域移行するための個別支援の取り組みがない。

• 地域移行に向けた取り組みを業務として考えていない。
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【視点ｰ３ 障害児入所施設に期待することについて】

• できるたけ身近な地域で小規模で家庭と地域との中間的な役割を担えるような
機能を持った事業であってほしい。さらに児童養護施設のようにグループホー
ム制度を創設してほしい。

• その上で家庭が崩壊する前にショートスティの機能を強化して地域支援の重要
な資源としてあるべき。

• 入所中からも他の障害福祉サービス（放課後児童ディサービス・居宅介護・移
動支援など）を使えるようして、地域の連携の中で地域移行を図ってほしい。

• 地域移行に向けた体験型サービスを利用できるようにしてほしい（生活介護・就
労継続・グループホームなど）。

【その他】

・ 里親ファミリーホームは現在児童養護施設に３年以上勤務した職員又は里親の
経験があることなど設置基準を障害福祉サービスの経験者など条件を緩和して障
害ある子供たちを支える重要な資源として整備してほしい。
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